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　市は、財政再建に向けた行財政改革に取り組む傍ら、
質の高い行政サービスを提供していくため、外部の視点
を取り入れたゼロベース評価委員会（事業仕分け）を
１０月２日（土）と３日（日）に実施します。
　専門委員（有識者等）と市職員が、公開の場で事業の
必要性や妥当性などを議論し、市民判定員が事業を評価
します。（市があらかじめ選定した32事業）

　ぜひ傍聴にお越しください。
　○事前申し込みは不要ですが、席に限りがあります。
　○各事業の概要などを記載した資料は、当日会場で配
布します。

　○時間割は、市ホームページに掲載します。
　○評価結果は、市ホームページ、広報いずもで公表し、
23年度以降の事業見直しに活用します。

　※ (　) 内は、１班あたりの人数（２班体制で実施）
　□１事業につき40分程度で実施
　□１班1日８事業、２日間で計32事業を評価
　□市民判定員
　　　無作為に抽出した 20歳以上の市民の皆さん
　　　2,000人に協力を依頼し、応募いただいた方

問合せ先　行政改革推進課　電話21―　6265
■評価対象事業（３２事業）

※ただし、評価結果がそのまま、市の最終判断となるものではありません。

現在、実施している事業を、

など、外部の視点で検証を行い、
事業のあり方を洗い直すものです。

○行う必要があるのか
○だれが行うべきか
○もっと改善する余地はないか

・不要（廃止）　　　　　 ・民間または国や県
・市実施（民間委託の拡充、市民等との協働）
・市実施（改善・見直し）
・市実施（現行どおり、または拡充）

□評価（判定）の区分

事　　業　　名 事業担当課 事　　業　　名 事業担当課

国際友好都市等交流事業・国際交流活動補助 政策企画課
国際交流室 リサイクル団体回収補助金 環境生活課

情報ＰＲ活動強化事業（ホームページ等） 広報情報課 生ごみ処理機器設置補助事業 環境生活課
住宅リフォーム助成事業（定住推進事業） 自治振興課 新産業見本市支援事業 産業振興課
コミュニティセンター管理運営委託事業 自治振興課 活性化イベント開催補助（商店街活性化支援事業） 産業振興課
障がい者福祉タクシー事業 福祉推進課 地域イベント支援交付金事業 観光交流推進課

第３子以降保育料無料化事業（保育所 ･幼稚園） 子育て支援課・
教育政策課 出雲神話まつり負担金（観光文化振興事業） 観光交流推進課

私立認可保育所等運営費補助事業 子育て支援課 コンベンション開催支援事業 観光交流推進課
住民参加型地域健康福祉推進事業
 （ふれあいサロン事業等）高齢者福祉課 出雲結婚相談所運営費補助（農業振興対策費） 農業振興課

高齢者配食サービス事業（地域自立生活支援事業） 高齢者福祉課 ふれあい施設等管理費 農業振興課
温水利用施設管理費
出雲ゆうプラザ ･クアハウス湖陵 ･平成温泉 ･
北山健康温泉 ･マリンタラソ出雲 ･ゆかり館・
いちじく温泉 ･出雲健康公園クラブハウス

健康増進課
観光交流推進課
文化スポーツ課

樹医センター運営事業 農林基盤課

温泉送迎バス運行事業 健康増進課 合併処理浄化槽維持管理補助事業 下水道管理課
住民基本台帳ネットワーク推進事業
 （証明書自動交付機の運用等）市　民　課 下水道受益者負担金前納報奨金交付事業 下水道建設課

出雲総合芸術文化祭開催事業 文化スポーツ課 スクールヘルパー事業・幼稚園ヘルパー事業 学校教育課・
教育政策課

出雲芸術アカデミー運営事業 文化スポーツ課 奨学事業 青少年育成課
出雲スポーツアカデミー開催事業 文化スポーツ課 放課後子ども教室推進事業 青少年育成課
環境アンテナショップ設置事業 環境生活課 出雲科学アカデミー事業 出雲科学館

構成員（人数） 役　　割

外
部
委
員

コーディネーター
（１人）

議論を円滑に進め、論点を取りまとめ

専門委員
 （５人）

事業の課題や疑問点などを質問。解決策
などを提案（参考意見として事業を評価）

市民判定員
（25人程度）

専門委員と市職員との質疑応答・議論の
内容を踏まえ、事業を評価
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66

「普通救命講習」の様子。今までに約3万人が受講
しており、特に近年では中高生の受講者が増え、幅
広い年齢層の方が応急手当を学んでいます。皆さん
の早い通報・早い応急手当が命を救います。

〈キャラバン・メイト養成研修会〉
≪日　　時≫
　11月14日（日）　9：30～ 16：30
≪会　　場≫
　市役所　１階　くにびき大ホール
≪対　　象≫
　介護従事者、医療従事者、介護相談員、民生児童委
員、その他（認知症に関心がある人など）
≪内　　容≫
　●講演（認知症の症状・診断・治療・認知症の人
への接し方等）

　●グループワーク等
≪定　　員≫
　６０人　（応募多数の場合、抽選）
≪申込期限≫
　１０月２０日（水）
≪参　加　料≫
　無　料
≪そ　の　他≫
　＊昼食は各自でご準備ください。

申し込み・おたずね
　高齢者福祉課　ＴＥＬ21－6967
　　　　　　　　ＦＡＸ21－6974

　＊本研修修了後は、出雲市及び全国キャラバン・
メイト連絡協議会事務局に登録し、一緒に活動
していただきます。
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特
別
な
こ
と
を
す
る
人
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

偏
見
を
持
た
ず
、
認
知
症
の
人
や
家
族

に
対
し
て
温
か
く
見
守
る
応
援
者
で

す
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例
え
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、
友
人
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に
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え
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知
症
に

な
っ
た
人
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の
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持
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す
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よ
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努
め
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、
で
き
る
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囲
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け
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ど
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れ
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す
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

た
め
に
は
、
近
所
の
方
の
ち
ょ
っ
と
し
た
気
遣
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助
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知
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を
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の
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を
温
か
く
見

守
り
、
支
援
す
る
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よ
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す
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催
し
ま
す
。
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